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＜連絡事項＞

・12/18磯島貴弘様16：00～旧デイケア室に地域復帰支援検討会実施予定です。
・12/19　16：00～　メンタル3Ｆにてアウトリーチケア会議実施予定です。

・12/19　15：30　清水秋男様ケア検討実施予定です。

・12/20　21　法人研修がありますので参加お願いします。

・12/25忘年会の不参加届は締切本日までとなります。

＜患者様情報＞
・上野　康弘様

　面談を実施している。退院後の生活を尋ねると、退院後2日で再飲酒したことを話している。＜それもまた回復の過程＞と伝えると、「そういわれると、そこに甘えてしまいそう」と話している。再飲酒に至ったものの、そこから酒を断っていることは事実であり、自分の努力の結果ではないかと伝え、支持している。
・小田　沙也加様

　主治医田名部Ｄｒだが不調訴えあり急遽受診。服用する薬がなくここ2日服用していなかった事と生理が2日前から始まり頭痛・腹痛がある事が重なり診察中は始終泣いて過ごされており苛々した様子も伺えている。母様13：00から仕事であり本人は耳の聞こえない祖母と過ごすと話されている。現在服用中のお薬を28日分処方し落ち着かない為ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ（10）筋肉注射実施。また鼻汁見られている為風邪薬の処方もしている。
・田向　玲美

　カウンセリング実施。次回からは、診察日にカウンセリングを設定していく。デイケアでは、通所時間が普段より遅かったりという変化が見られる。
＜入院情報＞

吹越　弘友紀様

H24年2月10日に当院を退院後は定期的に外来通院を継続。度々発作は見られており、経過観察や当院外来受診にて注射対応をしていた。同年12月6日、あかしや寮スタッフより、てんかん発作は続いており、ヘッドギアも装着せず、立った状態での発作もあり危険との相談あり。

てんかん発作の悪化、粗暴的な行動等もあり精神症状の悪化も見られる事から、薬物療法によるてんかん発作の改善と精神症状の安定を図る目的にて、本日10時30分に東病棟Aユニットへ医療保護入院となっている。

　　

○検査○

・採血　　・尿検

・心電図　・脳波

・胸部X-P ・頭部CT

○食事○

常食。昼食から提供。

○服薬○

本日の昼食後薬より当院処方。

＜カウンセリング実施者情報＞
・小林　満様
　次回面談は12月17日（月）。その次の診察は、田名部Drの診察を受けたいとのことで24日（月）に来院したいと希望している。カウンセリングでは、アルバイトの事が語られる。年末年始が忙しいため、勤務時間調整の為に現在休みが多い状態である。兄や友人とスナックに行くことはあるが、飲酒することはない。アルバイト先では、正社員になることを希望していたが、来年一年間は、運転免許取得や外来受診の為に水曜を休みにして、アルバイトという雇用形態でもいいかなと考えていると話す。
・山野下　恵子様
冬季は、通院が大変になる為月1回の通院となる。手の痛みから、作業所を休んでいたが、家にいても暇だと感じ、手の痛みも治りつつあることから、今週から作業所への通所を再開しようと考えていると話す。彼氏とは、約1ヶ月間音信不通で、時折寂しいと感じることはあるものの、情緒的には落ち着いていると自覚している。結婚観について、家族と少しいざこざがあり、家族の自分への対応が姉と違い、怒りを見せることがある。
